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〒779-3127　
徳島市国府町西矢野字奥谷 10-1
電話　088-637-2526
FAX　 088-642-6916
URL　http://tokushima-kouko.jp
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アクセス

 車でご来館の方
　 ・ カーナビを利用の場合
　　　 電話番号検索は [0886372526] と入力。
　　　 住所検索は [ 徳島市国府町西矢野１０－1] と入力。

　 ・ 国道１９２号線から
　　　 国道１９２号線 ( 伊予街道）と国道１９２号線 ( 徳
　　　 島南環状道路 ) の交差点を南に進み、 ふた
　　　 つめの信号を右折直進。 四国電力国府変　
　　　 電所前の丁字路を左折し、 南へ２００ｍ直進。

 バスでご来館の方
　　 徳島バス石井循環線 ( 右回り ) または鴨島線 
　　 鳥坂北バス停下車後、 南に約徒歩約 1.２キロ

 鉄道でご来館の方
　　 JR 徳島線府中 ( こう ) 駅下車後、 南西に徒
　　 歩約 2.7 キロ

関連ワークショップ

　江戸時代の双六に挑戦

　　日　時　　　平成２９年１ １ 月３日 ( 金 ・ 祝 )
　　　　　　　　　　午後１ 時から午後４時まで

　　場　所　　　徳島市立考古資料館　研修室

　　対　象　　　小学生以上の方　２０名

　　申　込　　　９月２３日より資料館へ直接または電　
　　　　　　　　　　話 (088-637-2526) にてお申し込み　
　　　　　　　　　　ください。

記念講演会

　「近世大名屋敷における食生活」　

　　講　師　　　櫻井　準也　　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚美学園大学総合政策学部ライフマネジメント学科　学科長

　　日　時　　　平成２９年９月３０日
　　　　　　　　　　午後２時から午後４時まで

　　場　所　　　徳島市立考古資料館　研修室

事前申し込み不要 ・ 聴講無料
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主　催

　　徳島市立考古資料館 ・ 徳島市教育委員会

後　援

　　徳島県文化財保存整備市町村協議会

　　徳島市文化財保勝会連絡協議会

　　徳島新聞社

　　朝日新聞徳島総局

　　毎日新聞徳島支局

　　読売新聞徳島支局

　　ＮＨＫ徳島放送局

　　四国放送

　　国府ＣＡＴＶ

　　（順不同）　

主な展示資料

　丸の内三丁目遺跡出土 ( 東京都教育庁所蔵 )　

　　　陶磁器類 （皿 ・ 碗 ・ 鉢 ・ 瓶 ・ 灯明皿）

　　　土器類 （皿 ・ 焙烙 ・ 焼塩壺）

　　　土製品 （七輪 ・ 泥面子 ・ 人形）

　　　瓦 （蜂須賀紋丸瓦 ・ 蜂須賀紋鬼瓦）

　　　金属製品 （煙管 ・ 鋏 ・ 印籠 ・ 小柄）

　　　石製品 （硯）

　　　木製品 （木簡 ・ 下駄 ・ 将棋駒）

　　海禅寺所蔵

　　　伝姫 (10 代藩主重喜正室 ) 墓誌 （拓影）

　　　 姫 (12 代藩主斉昌正室 ) 墓誌 （拓影）

など約 230 点

　江戸時代、徳川幕府が定めた参勤交代の制

度によって、阿波と淡路を治めた蜂須賀家を

はじめとした、各地の藩主は一部の藩士を従

えて１年おきに江戸で暮らす生活をおくって

いました。

　では、徳島藩主や藩士たちは江戸のどこに

住み、どのような生活をおくっていたので

しょうか。

　今回の特別展では、東京で出土した徳島藩

にゆかりのある資料を集めて、その疑問を解

き明かしていきます。


